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４　指導と評価の計画（全８単位時間想定）

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法

１

●学習目標を確認し、学習の見通しをもつ。
1 「論理力と思考力」を読み、「論理力とは、……にほかなら
ない。」とはどういうことか、筆者の考えを整理する。

2 次の①②の推論は正しいか正しくないか、根拠と結論のつ
なぎ方に着目して判定する。
①彼は愛想が悪い。だから、営業に向かない。
② 自己管理ができていない人は風邪を引く。逆にいえば、
風邪を引くやつは自己管理ができていない。

3 次の①②の伝わり方の違いを説明する。
①Ａさんは仕事が早い。しかし、ミスもする。
②Ａさんは仕事が早い。ただし、ミスもする。

4 「論理力」と「思考力」の関係はどのようなものか、話し
合う。

知 識 ・ 技 能 1
思考・判断・表現 1
主体的に学習に取り組む態度 1

記述の確認
記述の確認
行動の確認

２

1 「納得の構造」を読み、「普段私たちが物事を……いるわけ
ではない。」とはどういうことか、まとめる。
2 「日本とアメリカの……比べてみよう。」とあるが、両者の
「作文構造」についてそれぞれまとめる。
3 「日本の起承転結とアメリカのエッセイの顕著な違い」に
ついて、筆者の考えをまとめる。
4 「『演繹的』作文」と「『帰納的』作文」とでは、読み手の
受け止め方にどのような違いがあるか、話し合う。

知 識 ・ 技 能 1
思考・判断・表現 1
主体的に学習に取り組む態度 1

記述の確認
記述の確認
行動の確認

３

1 「情報の『メタ』化」を読み、「第一次情報を第二次情報に
変える方法」の具体例を本文からあげ、整理する。
2 「我々が自分で考えた事柄……が考えられる。」とあるが、
「段階的抽象化」を進める具体例を本文からあげ、整理する。
3 筆者の考える「思考の整理」とはどのようなものか、本文
全体をとおしてまとめる。
4 新聞記事の情報を素材（第一次情報）として取りあげ、よ
り高次の情報（第二次、第三次情報）に整理する。

知 識 ・ 技 能 1
思考・判断・表現 1
主体的に学習に取り組む態度 1

記述の確認
記述の確認
行動の確認

４

1 「中身当てクイズ」を解いてみる。
2 手をあげたカップは、どのような情報をもとに答えを導き
出したのか、筋道を立てて説明する。
●学習目標をもう一度確認し、学んだことを自分の言葉でま
とめる。

知 識 ・ 技 能 2
思考・判断・表現 1
主体的に学習に取り組む態度 2

行動の分析
記述の確認
記述の分析
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単元の指導計画

教材名　　「論理力と思考力」「納得の構造」「情報の『メタ』化」
　「学びを広げる　中身当てクイズ」
　「コラム　『流れ』と『構え』」

１　単元の目標
〔知識及び技能〕⑴ウ、⑵ア
〔思考力、判断力、表現力等〕読むことア
「学びに向かう力、人間性等」

２　本単元における言語活動
論理的な文章や実用的な文章を読み、その内容や形式について、批評したり討論したりする活動。 

（読ア）

３　単元の評価規準

単元名　　　 論理国語へのいざない
 論理的・批判的に考える力を伸ばそう
一

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

1  文や文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解を深め
ている。（⑴ウ）
2  主張とその前提や反証など情報
と情報との関係について理解を
深めている。（⑵ア）

1「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などを的確に捉え、論点
を明確にしながら要旨を把握して
いる。（読ア）

1  進んで文や文章の効果的な組立
て方や接続の仕方について理解
を深め、学習課題に沿って、論
理の展開を的確に捉えて要旨を
把握し、文章の内容について説
明したり話し合ったりしようと
している。
2  進んで情報と情報との関係につ
いて理解を深め、学習の見通し
をもって、論理の展開を的確に
捉え、筋道を立てて説明しよう
としている。

06高　内容解説資料 精選 論理国語　指導書『指導資料』見本
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野
矢
茂
樹

論
理
力
と
思
考
力

小
さ
な
い
さ
か
い
か
ら
、
社
会
的
に
大
き
な
争
い
に
い
た
る
ま
で
、
私
た
ち
の
社
会

は
、
絶
え
ざ
る
対
立
と
和
解
へ
の
模
索
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
国
際
的
な
交
流
が
進

展
す
れ
ば
、
異
質
な
価
値
観
や
立
場
と
の
出
会
い
の
場
は
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
だ
ろ

う
。
社
会
が
多
様
化
し
、
価
値
の
相
対
化
が
浸
透
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
互
い
の
尊
重
と

対
話
力
は
切
実
に
求
め
ら
れ
る
。
媒
介
と
な
る
の
は
言
語
で
あ
る
。
ゆ
え
に
「
言
語
能

力
」
の
養
成
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

私
た
ち
の
社
会
は
、
互
い
の
誤
解
や
無
理
解
に
満
ち
て
い
る
。
理
解
や
説
得
の
た
め

の
道
具
と
し
て
の
言
葉
が
、
思
い
込
み
や
無
理
解
に
よ
っ
て
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。
言
葉
が
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
沈
黙
の
領
域
や
、
言
葉
に
は
容
易
に
還
元
で

き
な
い
〈
情
念
〉
の
領
域
も
あ
る
だ
ろ
う
。
無
理
解
に
よ
る
誤
解
や
勘
違
い
、
思
い
込

み
な
ど
を
整
理
し
て
、
可
能
な
限
り
意
志
を
通
じ
合
い
、
互
い
の
立
場
や
主
張
を
理
解

し
合
う
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
多
様
な
価
値
観
が
伏
在
す
る
社
会
生
活
に
お
い

て
、
言
葉
の
力
＝
論
理
の
力
を
磨
く
こ
と
は
必
須
の
課
題
で
あ
る
。

論
理
力
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
だ
と
筆
者
は
い
う
。
現
実
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
可
能
な
限
り
の
言
語
化
を
と
お
し
て
、
言
葉
表
現
（
論
理
）
の
俎
上
に
お
い

て
他
者
と
対
話
（
正
対
）
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
。

論
理
力
と
は
、
言
葉
と
言
葉
と
を
つ
な
ぐ
関
係
性
を
理
解
す
る
能
力
で
あ
り
、
言
葉

を
組
み
立
て
る
能
力
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
論
理
力
は
、
言
葉
を
媒
介
に
し
て
い
る
「
思

教
材
採
録
の
意
図

1

考
力
」
と
無
関
係
で
は
な
い
。
思
考
力
と
論
理
力
は
、
不
可
分
な
人
間
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
両
者
を
識
別
し
て
論
じ
る
こ
と
で

際
立
つ
差
異
か
ら
の
発
見
が
あ
る
。

さ
て
、
本
教
材
で
は
、
思
考
力
と
の
対
比
に
お
い
て
「
論
理
力
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
の
直
面
し
て
い
る
〈
現
実
〉
に
、
言
葉
を
媒
介
に
し
て
正
対
す
る
姿

勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
論
理
力
」
と
い
う
知
的
能
力
を
磨
き
、
整

理
・
成
長
さ
せ
て
い
く
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
。
多
様
な
価
値
観
と
立
場
が
交
錯

す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
〈
正
し
く
論
理
的
に
〉
言
葉
を
理
解
し
合
う
こ
と
は
、
自
己

表
現
と
相
互
理
解
へ
の
端
緒
に
つ
く
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

「
論
理
力
と
思
考
力
」
を
読
解
・
学
習
す
る
ね
ら
い
は
そ
こ
に
あ
る
。

論理力と思考力
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論
理
国
語
へ
の

い
ざ
な
い

一

第
一
部

間
で
あ
る
限
り
、
永
遠
の
問
い
で
あ
る
。

今
仮
に
、
こ
こ
で
い
う
「
思
考
」
を
「
閃
き
」
に
置
き
換
え
、「
言
葉
」
を
「
論
理
」

に
置
き
換
え
て
み
よ
う
。
す
る
と
「
論
理
（
言
葉
）」
と
は
、「
思
考
（
閃
き
）」
を
言

葉
の
秩
序
に
お
い
て
整
理
し
直
す
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
教
材
「
論
理
力
と
思
考
力
」
は
、
人
間
の
「
思
考
力
」
と
の
対
比
に
お
い
て
「
論

理
力
」
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
論
理
力
と
は
、
思
考
力
の
よ
う
に
「
新
し
い
物
」
を

生
み
出
す
力
で
は
な
く
、
新
し
い
思
考
（
発
想
・
発
見
）
に
い
た
る
道
筋
を
「
き
ち
ん

と
伝
え
る
力
で
あ
り
、
伝
え
ら
れ
た
物
を
き
ち
ん
と
受
け
取
る
力
」
で
あ
る
、
と
筆
者

は
述
べ
る
。
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
「
言
語
的
能
力
」
の
一
つ
で
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
・
話
す
こ
と
」
能
力
の
謂
で
あ

る
。論

理
（
力
）
と
は
、
端
的
に
い
う
と
命
題
の
正
誤
を
的
確
に
判
別
す
る
能
力
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
あ
る
言
葉
と
他
の
言
葉
が
ど
う
い
う
仕
方
で
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
る
の

か
を
捉
え
る
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
言
葉
と
言
葉
の
接
続
の
仕
方
を
理
解
す
る
力
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
文
章
（
論
述
）
に
あ
る
根
拠
と
結
論
を
つ
な
い
で
い
く
構

成
力
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
事
実
と
記
述
の
正
誤
を
分
別
す
る
言
語
批
判
的
な
営

み
の
全
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
単
に
言
説
を
吟
味
し
て
批
判
的
に
読
み
解
く
だ
け
で
は

な
く
、
自
ら
も
ま
た
言
葉
を
正
し
く
組
み
立
て
、
対
話
・
発
信
す
る
実
践
的
な
言
語
理

解
力
の
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
教
材
は
、「
論
理
力
」
と
「
思
考
力
」
と
い
う
「
言
葉
」
を
介
し
た
能
力
を
抽

出
し
て
論
じ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
も
と
よ
り
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
二
つ

の
「
能
力
」
を
、
あ
え
て
別
建
て
に
し
て
考
え
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
際
立
て

る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
理
解
し
つ
つ
論
理
力
（
言
語
能
力
）
と
は
何
か

を
知
り
、
そ
の
能
力
を
養
う
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

❶
著
者

野
矢
茂
樹
（
の
や
し
げ
き
）

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
、
東
京
都
の
生
ま
れ
。
哲
学
者
。
東
京
大
学
大
学
院
博

士
課
程
修
了
。
現
在
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
所
助
教
授
。
専
攻
は
哲
学
。

哲
学
的
思
索
を
も
と
に
、
言
語
や
認
識
に
つ
い
て
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。

著
書
に
、『
論
理
学
』（
一
九
九
四
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）、『
哲
学
・
航
海
日
誌
』（
一

九
九
九
年
、
春
秋
社
）、『
哲
学
の
謎
』（
一
九
九
六
年
、
講
談
社
）、『
無
限
論
の
教
室
』

（
一
九
九
八
年
、
講
談
社
）、『
は
じ
め
て
考
え
る
と
き
の
よ
う
に
』（
二
〇
〇
四
年
、
Ｐ

Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、『
同
一
性
・
変
化
・
時
間
』（
二
〇
〇
二
年
、
哲
学
書
房
）、『
他
者
の

声　

実
在
の
声
』（
二
〇
〇
五
年
、
産
業
図
書
）、『
新
版　

論
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』（
二

〇
〇
六
年
、
産
業
図
書
）、『
心
と
他
者
』（
二
〇
一
二
年
、
中
央
公
論
新
社
）
な
ど
、

訳
書
に
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
論
理
哲
学
論
考
』（
二
〇
〇
三
年
、
岩
波
書
店
）

な
ど
が
あ
る
。

❷
出
典

『
新
版　

論
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』（
二
〇
〇
六
年
、
産
業
図
書
）
よ
り
、「
序
論

論

理
と
は
何
か
」「
0.1

論
理
力
と
思
考
力
」
の
全
文
で
あ
る
。

❸
表
現
上
の
特
色

言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
人
間
の
思
考
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
別
の
こ
と

で
は
な
い
。
思
考
が
言
葉
よ
り
先
に
あ
る
の
か
、
言
葉
が
思
考
に
先
ん
じ
て
い
る
の
か
。

こ
の
問
題
は
、
私
た
ち
が
思
考
と
言
葉
を
媒
介
（
内
在
）
に
し
て
世
界
と
向
き
合
う
人

作
品
の
概
要

2
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一 論理国語へのいざない
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❶
評
価
規
準

学
習
指
導
の
展
開
と
評
価

3知
識
・
技
能

文
や
文
章
の
効
果
的
な
組
立
て
方
や
接
続
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。（
⑴
ウ
）

思
考
・
判
断
・
表
現

「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
論
理
の
展
開
な
ど
を
的
確
に
捉
え
、
論
点
を
明
確
に
し
な
が
ら
要
旨
を
把
握
し
て
い

る
。（
読
ア
）

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

進
ん
で
文
や
文
章
の
効
果
的
な
組
立
て
方
や
接
続
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、
論
理
の
展
開
を
的
確
に
捉
え
て
要
旨
を
把
握
し
、

文
章
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

❷
学
習
指
導
の
展
開
例

﹇
２
〜
３
時
間
を
想
定
﹈

時
間

学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点

第1時限

導
入

◆
学
習
目
標
を
確
認
し
、
学
習
の
見
通
し
を
も
つ
。

１
「
論
理
」
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
確
認
す
る
。

２

全
文
を
音
読
・
黙
読
す
る
。

 ●
三
段
論
法
の
例
文
、
例
え
ば
「
鳥
は
卵
を
産
む
。
ペ
ン
ギ
ン
は
鳥

で
あ
る
。
だ
か
ら
ペ
ン
ギ
ン
は
卵
を
産
む
。」
な
ど
を
提
示
し
て
、

前
提
↓
結
論
（
推
論
）
の
関
係
を
理
解
さ
せ
る
。

 ●
次
の
よ
う
な
鍵
に
な
る
表
現
や
語
句
に
留
意
し
て
音
読
・
黙
読
さ

せ
る
。

・「
閃
き
」「
飛
躍
」

・
前
提
↓
理
由
↓
結
論

展
開

３　

各
段
落
の
展
開
に
沿
っ
て
、
本
文
の
論
旨
（
筆
者
の
主
張
・
考
え
方
）
を

理
解
す
る
。

 ●
段
落
間
の
接
続
の
仕
方
「
思
考
は
…
…
」「
論
理
は
…
…
」「
例
え

ば
…
…
」「
繰
り
返
そ
う
…
…
」「
さ
ら
に
…
…
」「
そ
れ
ゆ
え

…
…
」「
よ
り
詳
し
く
言
え
ば
…
…
」「
逆
に
…
…
」
に
留
意
し
て

整
理
さ
せ
、
全
体
の
論
旨
（
論
理
力
と
は
何
か
）
を
理
解
さ
せ
る
。

論理力と思考力
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論
理
国
語
へ
の

い
ざ
な
い

一

第
一
部

第2～3時限

４　
「
論
理
力
と
は
、
…
…
に
ほ
か
な
ら
な
い
。」（
16
・
6
）
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
、
筆
者
の
考
え
を
整
理
す
る
。

課
題
Ａ
一

 ●「
論
理
力
」
対
す
る
筆
者
の
主
張
を
「
思
考
力
」
と
対
比
し
て
理

解
さ
せ
、
あ
る
言
葉
と
他
の
言
葉
の
つ
な
が
り
の
仕
方
（
接
続
の

仕
方
）
を
捉
え
る
力
が
、「
論
理
力
」
で
あ
る
と
い
う
筆
者
の
主

張
を
捉
え
さ
せ
る
。

ま
と
め

５　

次
の
①
②
の
推
論
は
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
、
根
拠
と
結
論
の
つ
な
ぎ

方
に
着
目
し
て
判
定
す
る
。

①
彼
は
愛
想
が
悪
い
。
だ
か
ら
、
営
業
に
向
か
な
い
。

②
自
己
管
理
が
で
き
て
い
な
い
人
は
風
邪
を
引
く
。
逆
に
い
え
ば
、
風
邪
を

引
く
や
つ
は
自
己
管
理
が
で
き
て
い
な
い
。

課
題
Ｂ
一（
１
）

６

次
の
①
②
の
伝
わ
り
方
の
違
い
を
説
明
す
る
。

　

①
Ａ
さ
ん
は
仕
事
が
早
い
。
し
か
し
、
ミ
ス
も
す
る
。

　

②
Ａ
さ
ん
は
仕
事
が
早
い
。
た
だ
し
、
ミ
ス
も
す
る
。

課
題
Ｂ
一（
２
）

７
「
論
理
力
」
と
「
思
考
力
」
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
話
し
合
う
。

課
題
Ｂ
二

◆
学
習
目
標
を
も
う
一
度
確
認
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る
。

 ●
推
論
の
背
景
に
あ
る
「
暗
黙
の
了
解
」
が
共
有
さ
れ
て
い
る
か
、

論
理
に
飛
躍
が
な
い
か
に
つ
い
て
、
疑
問
点
を
出
し
合
わ
せ
、
話

し
合
わ
せ
る
。

 ●
接
続
表
現
の
用
法
を
正
し
く
把
握
さ
せ
、
論
理
的
に
表
現
す
る
た

め
に
は
適
切
な
接
続
表
現
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
理
解

さ
せ
る
。

 ●
論
理
力
も
思
考
力
も
「
言
語
的
能
力
」
に
関
係
す
る
こ
と
を
お
さ

え
さ
せ
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で

は
た
ら
い
て
い
る
か
、
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
話
し
合
い
を
展
開

さ
せ
る
。

 ●
振
り
返
り
を
行
う
と
と
も
に
、「
論
理
国
語
」
の
学
習
へ
の
展
望

を
も
た
せ
る
。

教材に即した
評価の実際

知
識
・
技
能

⑴
ウ

評
価
の
実
際
▼
段
落
間
の
接
続
の
仕
方
や
接
続
表
現
の
用
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。﹇
記
述
の
確
認
﹈

思
考
・
判
断
・
表
現

読
ア

　

評
価
の
実
際
▼
段
落
間
の
接
続
の
仕
方
を
的
確
に
捉
え
、
論
理
力
に
対
す
る
筆
者
の
主
張
を
把
握
し
て
い
る
。﹇
記
述
の
確
認
﹈

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度　

評
価
の
実
際
▼
進
ん
で
段
落
間
の
接
続
の
仕
方
や
接
続
表
現
の
用
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、
論
理
力
に
対
す
る
筆
者
の
主
張
を
把
握
し
、

論
理
力
と
思
考
力
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。﹇
行
動
の
確
認
﹈
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❶
要
旨

﹇
200
字
﹈　

　
「
論
理
力
」
と
は
、「
思
考
力
」
と
は
違
う
。
思
考
の
結
果
を
、
一
貫
し
た
、
飛
躍
の

少
な
い
、
理
解
し
や
す
い
形
で
表
現
す
る
と
き
に
は
た
ら
く
力
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
表

現
さ
れ
た
も
の
を
的
確
に
読
み
取
り
、
理
解
す
る
こ
と
も
論
理
の
力
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
論
理
力
と
は
、
考
え
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
力
で
あ
り
、
伝
え
ら
れ
た
物
を
受
け
取

る
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
論
理
力
と
は
言
語
的
能
力
の
一
つ
で
あ
り
、「
読

み
書
き
」
の
力
、
言
葉
と
言
葉
の
関
係
の
仕
方
を
捉
え
る
力
な
の
で
あ
る
。（
194
字
）

﹇
100
字
﹈　

　
「
論
理
力
」
と
は
、「
思
考
力
」
と
は
違
い
、
思
考
の
結
果
を
、
一
貫
し
た
、
理
解
し

や
す
い
形
で
表
現
す
る
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
論
理
力
と
は
、
考
え
を
き
ち
ん
と
伝
え

る
力
で
あ
り
、
伝
え
ら
れ
た
物
を
受
け
取
る
力
、
つ
ま
り
「
読
み
書
き
」
の
力
で
あ
る
。

（
100
字
）

教
材
の
解
説

4

❷
全
体
の
構
成

初
め
〜

16
・
1
「
…
そ
こ
に
、

論
理
が
は
た
ら
く
。」

「
論
理
」
と
「
思
考
」

　

思
考
と
は
「
閃
き
」
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
自
由

と
飛
躍
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
論
理
と
は
、「
閃

き
」
に
よ
っ
て
出
た
結
論
を
、
で
き
る
限
り
飛
躍

の
な
い
形
で
再
構
成
し
て
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

16
・
2
「
さ
ら
に
、
…
」

〜16
・
16
「
…
論
理
の
力

に
ほ
か
な
ら
な
い
。」

言
語
的
能
力
と
し
て
の
「
論
理
力
」

　

論
理
力
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

の
言
語
的
能
力
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
、

言
葉
と
言
葉
と
の
関
係
の
仕
方
を
捉
え
る
力
で
あ
り
、

論
証
を
読
み
解
く
と
と
も
に
自
ら
組
み
立
て
る
力

で
も
あ
る
。

17
・
1
「
逆
に
、
…
」

〜終
わ
り

「
非
論
理
的
」
と
は
何
か

　
「
非
論
理
的
」
と
は
、
言
葉
を
断
片
的
に
し
か
捉

え
ら
れ
ず
、
主
張
相
互
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、「
論
理
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
「
思
考
」
と
の
対
比
で
際
立
た
せ
、「
繰

り
返
そ
う
。」（
15
・
16
）
〜
「
そ
こ
に
、
論
理
が
は
た
ら
く
。」（
16
・
1
）
で
こ
れ
ま

で
展
開
し
て
き
た
内
容
を
反
復
し
て
整
理
し
て
い
る
。「
さ
ら
に
」（
16
・
2
）
以
降
、

「
そ
れ
ゆ
え
」（
16
・
6
）、「
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
」（
16
・
10
）
で
補
足
が
な
さ
れ
る
。

最
後
に
、「
非
論
理
」
を
い
う
こ
と
で
、「
論
理
」
に
つ
い
て
の
論
旨
を
完
結
す
る
。
全

体
を
と
お
し
て
、「
論
理
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
一
貫
し
た
論
旨
を
展
開
す
る
。
各
形

式
段
落
冒
頭
の
語
句
を
的
確
に
追
う
こ
と
で
、
全
体
の
論
旨
を
把
握
さ
せ
る
。

論理力と思考力
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論
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国
語
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い

一

第
一
部

❸
展
開
図

・
思
考
力
…
「
閃
き
」
↑
飛
躍
と
自
由
な
発
想
に
よ
る

＝
新
し
い
物
を
生
む
力

〈
対
比
〉
に
よ
っ
て
両
者
（
思
考
力
対
論
理
力
）
を
際
立
た
せ
る

・
論
理
力
…
考
え
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
力

…
伝
え
ら
れ
た
物
を
き
ち
ん
と
受
け
取
る
力

＝
「
読
み
書
き
」
の
力
（
言
語
能
力
）

⬇
あ
る
言
葉
と
他
の
言
葉
が
ど
う
い
う
仕
方
で
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
捉
え
る
能
力

⬇
根
拠
と
結
論
を
つ
な
い
で
い
く
力
＝
論
証
を
読
み
解
き
自
ら
組
み
立
て
る
力

⬇
全
体
と
部
分
の
関
係
を
捉
え
る
力

※
非
論
理
的
と
は
…
…
主
張
相
互
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

❹
語
句
・
文
脈
の
解
説
／
脚
問
・
発
問

14
ペ
ー
ジ

1 

論
理　
「
論
理
」
と
は
、
①
思
考
の
形
式
・
法
則
。
議
論
や
思
考
を
進
め
る
道
筋
・

論
法
。
②
認
識
対
象
の
間
に
存
在
す
る
脈
略
・
構
造
の
こ
と
。

　

こ
れ
を
本
教
材
で
は
、「
言
葉
が
相
互
に
も
っ
て
い
る
関
連
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

（
14
・
2
）
と
し
て
い
る
。〈
関
連
性
〉
と
は
〈
実
体
〉
で
は
な
い
。
具
体
的
な
言
葉

と
言
葉
の
つ
な
が
り
〈
関
係
〉
を
読
み
取
る
能
力
で
あ
る
。
後
段
で
「
論
理
力
」
と

は
、「
言
葉
と
言
葉
の
関
係
―
―
あ
る
言
葉
と
他
の
言
葉
が
ど
う
い
う
仕
方
で
つ
な

が
り
あ
っ
て
い
る
の
か
―
―
を
捉
え
る
力
」（
16
・
10
）
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

言
説
の
根
拠
と
結
論
を
つ
な
ぐ
「
論
理
力
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
論
証
を
読
み
解

い
た
り
組
み
立
て
た
り
す
る
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。

4 

思
考
力　
「
思
考
」
と
は
、
①
考
え
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
考
え
。
②
〔
哲
学
用
語
〕

意
志
・
感
情
・
直
観
な
ど
と
区
別
さ
れ
る
人
間
の
知
的
作
用
の
総
称
。
物
事
の
表
象

を
分
析
し
て
整
理
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
結
合
し
て
新
た
な
表
象
を
得
る
こ
と
。
狭

義
に
は
、
概
念
・
判
断
・
推
理
に
よ
る
合
理
的
・
抽
象
的
な
形
式
の
把
握
を
指
す
。

思
惟
。

　

こ
れ
を
本
教
材
で
は
、「
結
局
の
と
こ
ろ
最
後
は
『
閃
き
』（
飛
躍
）
に
行
き
着
く
」

（
14
・
8
）、「
思
考
の
本
質
は
む
し
ろ
飛
躍
と
自
由
」（
15
・
1
）
に
あ
る
と
述
べ
、「
新

し
い
物
を
生
み
出
す
力
」（
16
・
6
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

4 

一
般
に
、
論
理
力
と
い
う
の
は
す
な
わ
ち
思
考
力
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か　

人
は
、
言
葉
を
使
っ
て
対
象
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
、「
論
理

力
」
も
「
思
考
力
」
も
広
義
の
言
語
能
力
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
誤
解

さ
れ
や
す
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、「
論
理
（
力
）」
を
「
言
葉
と
言
葉

の
関
係
を
読
み
解
く
力
」
と
し
て
厳
密
に
用
い
る
。
言
葉
に
よ
る
思
考
の
整
理
力
が

「
論
理
力
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
論
理
的
」
な
作
業
（
整
理
）
が
「
思
考
」
を
進
め

る
の
に
役
立
つ
の
は
確
か
だ
が
、
論
理
力
は
思
考
力
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
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5 

ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ　

logical thinking

（
英
語
）
物
事
を
結
論
と
根
拠
に
分
け
、

そ
の
論
理
的
な
つ
な
が
り
を
捉
え
な
が
ら
物
事
を
話
す
（
記
述
す
る
・
理
解
す
る
）

こ
と
。
そ
の
思
考
法
。
論
理
的
な
思
考
法
。

8 

閃
き　

①
ひ
ら
め
く
こ
と
。
②
一
瞬
の
間
光
る
こ
と
。
閃
光
。
③
鋭
い
才
知
。
機
知
。

　

本
教
材
で
は
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
「
思
考
（
力
）」
の
比
喩
と
し
て
「
閃

き
（
飛
躍
）」（
14
・
8
）
と
表
現
さ
れ
る
。「
結
論
」
に
い
た
る
道
筋
を
再
構
成
し

て
説
明
す
る
こ
と
＝
「
論
理
（
力
）」
に
対
す
る
。

筆
者
は
、「
閃
き
」
の
例
と
し
て
、
王
冠
を
壊
さ
ず
に
そ
れ
が
純
金
で
あ
る
ど
う

「
三
段
論
法
」
の
基
本
を
演
習
す
る

二
つ
の
前
提
か
ら
、
一
つ
の
結
論
を
導
く
推
論
の
方
法
、
す
な
わ
ち
三
段
論
法
は
論
理

の
基
本
で
あ
る
。
野
矢
茂
樹
監
修
『
ロ
ン
リ
の
ち
か
ら
』（
二
〇
一
五
年
、
三
笠
書
房
）
で
、

用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
借
用
し
て
見
て
み
よ
う
。

﹇
例
１
﹈

⑴　
す
べ
て
の
人
は
死
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

⑵　
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
人
で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　

⑶　
だ
か
ら
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
死
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

﹇
例
２
﹈

⑴　
鳥
は
卵
を
産
む
。

⑵　
ペ
ン
ギ
ン
は
鳥
で
あ
る
。

⑶

だ
か
ら
ペ
ン
ギ
ン
は
卵
を
産
む
。

⑴
で
、
人
（
鳥
）
全
体
の
こ
と
を
述
べ
て
か
ら
、
⑵
で
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
（
ペ
ン
ギ
ン
）

が
人
（
鳥
）
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
⑶
で
、「
だ
か
ら
」
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
死

す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
ペ
ン
ギ
ン
は
卵
を
産
む
）、
と
結
論
づ
け
る
。
全
体
に
あ
て
は
ま

る
こ
と
は
一
部
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

論
理
の
基
本
で
あ
る
三
段
論
法
に
は
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
タ
イ
プ
に
応
じ

て
正
し
い
使
い
方
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
例
に
な
ら
っ
て
、
三
段
論
法
の
例
を
作
っ
て
み

よ
う
。

か
を
調
べ
よ
と
命
じ
ら
れ
た
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
用
い
て
説
明
し
て
い

る
（
野
矢
茂
樹
『
ウ
イ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
哲
学
探
究
』
と
い
う
戦
い
』
二
〇
二

二
年
、
岩
波
書
店
）。
重
さ
を
量
る
の
は
簡
単
だ
が
、
体
積
は
ど
う
や
っ
て
量
れ
ば

よ
い
か
思
案
す
る
。
彼
は
、
風
呂
に
入
っ
て
、
お
湯
が
こ
ぼ
れ
だ
し
た
時
に
「
閃
い

た
」
と
い
う
。「
ヘ
ウ
レ
ー
カ
！
」
そ
の
時
彼
は
言
葉
に
し
て
考
え
る
よ
り
先
に
、

浴
槽
か
ら
あ
ふ
れ
る
お
湯
を
見
て
「
こ
れ
だ
！
」
と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
「
こ

れ
」
と
は
何
か
。「
容
器
い
っ
ぱ
い
に
水
を
張
っ
た
中
に
王
冠
を
沈
め
、
こ
ぼ
れ
た

水
の
体
積
を
量
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
文
を
つ
ぶ
や
く
よ
り
前
に
閃
い
た
。
こ
の
閃
き

は
瞬
時
の
も
の
だ
。
そ
れ
は
言
語
以
前
の
思
考
で
あ
る
に
違
い
な
い
、
と
筆
者
は

「
閃
き
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
閃
き
」
を
言
葉
に
す
る
と
長
い
説
明
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

9 

ブ
レ
ー
ン
・
ス
ト
ー
ミ
ン
グ　
﹇brainstorm

ing

（
英
語
）
自
由
討
論
方
式
で
多
く

の
意
見
を
出
し
合
い
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
引
き
出
す
集
団
思
考
法
。﹈「
脳
」

brain

と
「
嵐
」storm

ing

が
語
源
に
な
る
言
葉
。
発
言
を
否
定
し
た
り
、
制
約
を

設
け
た
り
、
批
判
し
た
り
せ
ず
、
参
加
者
の
自
由
で
積
極
的
な
発
言
を
促
す
も
の
で

あ
る
。
他
人
の
意
見
に
触
発
さ
れ
た
り
、
連
想
を
は
た
ら
か
せ
た
り
し
て
、
た
く
さ

ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
み
出
す
こ
と
が
よ
い
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
自
由
な
連
想
の
中

で
の
「
閃
き
」
が
期
待
さ
れ
る
。

問
「
そ
こ
に
は
誤
解
が
あ
る
」（
14
・
6
）
と
あ
る
が
、
ど
ん
な
「
誤
解
」
か
。

答

論
理
力
と
は
思
考
力
そ
の
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
な
こ
と
。

▼
論
理
的
な
作
業
は
思
考
に
役
立
つ
が
、
論
理
力
は
思
考
力
そ
の
も
の
で
は
な
い

と
い
う
の
が
、
筆
者
の
論
点
で
あ
る
。「
思
考
」（
力
）
に
対
し
て
「
論
理
」（
力
）

を
際
立
た
せ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
の
眼
目
と
な
る
。
後
段
に
、「
論
理
」
と
は

「
閃
き
に
よ
っ
て
得
た
結
論
を
、
誰
に
で
も
納
得
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
も

は
や
閃
き
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
な
、
で
き
る
限
り
飛
躍
の
な
い
形
で
、
再
構

成
」（
15
・
3
）
す
る
こ
と
と
あ
る
。

論理力と思考力

39
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9 

ど
う
い
う
前
提
か
ら
、
ど
う
い
う
理
由
で
、
ど
の
よ
う
な
結
論
が
導
け
る
の
か
。

…
…
そ
う
し
た
こ
と
を
論
理
的
に
再
構
成
し
て
説
明
す
る　

前
提
・
理
由
（
根
拠
）・

結
論
は
、
他
者
に
対
し
て
自
説
（
結
論
）
を
説
明
す
る
た
め
の
「
論
理
」
を
構
成
す

る
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
閃
き
」
で
切
り
開
か
れ
た
「
結
論
」
を
、
改
め
て
論

理
的
に
再
構
成
（
言
語
化
）
し
て
捉
え
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

12 

数
学
の
証
明　

定
理
や
命
題
な
ど
の
数
学
的
事
実
が
正
し
い
と
言
え
る
理
由
を
論
理

的
に
説
明
す
る
文
章
。
前
提
（
す
で
に
認
め
ら
れ
た
公
理
、
定
理
な
ど
）
や
仮
定
を

提
示
し
、
そ
れ
ら
が
成
り
立
つ
時
に
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
新
た
な
命
題
も
成
り
立
つ

と
い
う
推
論
規
則
を
用
い
て
論
証
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
定
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
を

も
っ
て
命
題
の
正
し
さ
を
示
す
背
理
法
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。

16 

繰
り
返
そ
う　

こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
「
思
考
」
と
「
論
理
」
の
関
係
に
つ
い
て

の
論
点
を
反
復
・
整
理
し
て
確
認
す
る
。
す
な
わ
ち
「
思
考
」（
閃
き
）
に
対
し
て
「
論

理
」
と
は
「
思
考
の
結
果
を
、
で
き
る
限
り
一
貫
し
た
、
飛
躍
の
少
な
い
、
理
解
し

や
す
い
形
で
表
現
す
る
」（
15
・
16
）
こ
と
に
は
た
ら
く
力
で
あ
る
。

問
「
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
あ
な
た
が
そ
の
結
論
に
到
達
し
た
実
際
の
道
筋
で
は

前
提
・
理
由
（
根
拠
）・
結
論

論
理
（
ロ
ジ
ッ
ク
）
と
は
、
具
体
的
に
は
結
論
を
支
え
る
理
由
や
根
拠
を
、
正
し
い
順

序
で
示
す
こ
と
で
あ
る
。「
前
提
」
と
は
、
結
論
が
正
し
い
と
考
え
る
理
由
（
根
拠
）
を

提
示
す
る
た
め
の
条
件
。
前
提
が
正
し
く
、
根
拠
も
正
し
い
も
の
と
な
れ
ば
、
必
然
的
に

結
論
も
正
し
い
と
判
断
さ
れ
る
。「
根
拠
」
と
は
、
前
提
を
も
と
に
し
た
、
結
論
を
支
え

る
た
め
の
理
由
。
簡
易
な
文
章
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
前
提
が
な
く
て
も
、
根
拠
だ
け
で
論

理
性
を
担
保
で
き
る
。「
結
論
」
と
は
、
自
分
が
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
「
主
張
」
の

こ
と
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
前
提
や
根
拠
が
内
容
の
信
ぴ
ょ
う
性
を
支
え
て
く
れ
て
い

れ
ば
、
相
手
に
対
し
て
説
得
力
の
あ
る
結
論
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
例
﹈・
雨
が
降
る
と
湿
度
が
高
く
な
る
。　
…
…
前
提

・
気
象
図
か
ら
雨
が
観
測
さ
れ
る
。　
…
…
理
由
（
根
拠
）

・
今
夜
は
湿
度
が
高
く
な
る
だ
ろ
う
。
…
…
結
論

15
ペ
ー
ジ

1 

思
考
の
本
質
は
む
し
ろ
飛
躍
と
自
由
に
あ
り　

ブ
レ
ー
ン
・
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
の
例
か

ら
、
思
考
の
本
質
は
飛
躍
と
自
由
に
あ
る
と
説
明
し
、
論
理
的
に
一
貫
し
た
解
説
・

説
明
を
旨
と
す
る
「
論
理
力
」
と
の
二
項
対
立
の
構
図
を
明
瞭
に
す
る
。

3 

論
理
は
、
む
し
ろ
閃
き
を
得
た
後
に
必
要
と
な
る　

論
理
と
は
、
閃
き
に
よ
り
見
い

だ
し
た
結
論
を
、
言
語
表
現
に
お
い
て
再
構
成
す
る
際
に
必
要
と
な
る
。「
誰
に
で

も
納
得
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
も
は
や
閃
き
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
な
、
で
き
る

限
り
飛
躍
の
な
い
形
」（
15
・
3
）
で
説
明
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
思
考
の
本
質

は
「
閃
き
」（
自
由
）
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
論
理
の
本
質
は
、「
説
明
」（
規
範
）
に

あ
る
と
す
る
。

　

言
葉
の
使
用
に
つ
い
て
筆
者
は
「
言
語
使
用
は
規
範
的
活
動
で
あ
る
」
こ
と
を
強

調
す
る
。
言
葉
の
選
択
に
も
、
文
法
の
組
み
立
て
に
お
い
て
も
、
そ
の
言
語
体
系
の

「
規
範
」
に
従
っ
て
表
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
言
葉
の
不
適
切
使
用
、

あ
る
い
は
文
法
違
反
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
（
前
掲
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
『
哲
学
探
究
』
と
い
う
戦
い
』
）。

4 

再
構
成　

閃
き
（
飛
躍
）
に
よ
っ
て
到
達
し
た
結
論
を
、
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
解

し
て
組
み
換
え
て
構
成
し
直
す
こ
と
。「
再
構
成
」
自
体
が
す
で
に
言
語
化
の
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
。
論
理
的
説
明
の
要
素
と
な
る
の
は
、
前
提
、
理
由
（
根
拠
）、
証
明
、

結
論
な
ど
で
あ
る
。「
ど
う
い
う
前
提
か
ら
、
ど
う
い
う
理
由
で
、
ど
の
よ
う
な
結

論
が
導
け
る
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
結
論
は
ど
う
し
て
導
け
そ
う
に
な
い
の

か
」（
15
・
9
）
を
論
理
的
に
説
明
す
る
。

8 

紆
余
曲
折　

こ
こ
で
は
、
結
論
に
到
達
す
る
ま
で
に
実
際
の
思
考
の
た
ど
っ
た
（
曲

が
り
く
ね
っ
た
）
筋
道
の
こ
と
。

9 

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
意
味
は
な
い　
「
最
終
的
な
閃
き
」（
15
・
8
）

（
結
論
へ
向
か
う
発
見
・
結
論
へ
の
予
感
）
に
い
た
る
紆
余
曲
折
の
道
を
そ
の
ま
ま

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、
た
だ
の
苦
労
話
と
な
り
、
無
意
味
で
あ
る
。
論
理
的
に
再

構
成
（
言
語
化
）
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
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40

な
い
」（
15
・
7
）
と
あ
る
が
、「
こ
こ
」
と
は
ど
う
い
う
と
き
か
。

答

ま
だ
結
論
に
到
達
し
て
い
な
い
人
に
、
そ
の
結
論
に
い
た
る
筋
道
を
説
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
（
つ
ま
り
、
結
論
に
つ
い
て
論
理
的
説
明
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
）。

問
「
数
学
の
証
明
」（
15
・
12
）
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
述
べ
て
い
る
か
、
こ
の

形
式
段
落
内
の
言
葉
を
使
っ
て
答
え
よ
。

答

飛
躍
を
含
み
つ
つ
な
さ
れ
た
思
考
を
、
他
者
に
「
証
明
」
す
る
た
め
に
飛
躍
を

許
さ
な
い
形
で
新
た
に
書
き
直
し
た
も
の
。

＊
紆
余
曲
折　

㊀
曲
が
り
道
が
多
く
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
行
け
な
い
こ
と
。
㊁
〔
い
き

さ
つ
な
ど
が
〕
あ
れ
こ
れ
込
み
入
っ
て
い
る
こ
と
（
状
態
）。

16
ペ
ー
ジ

8 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

人
間
が
互
い
に
意
思
、
感
情
、
思
考
を
伝
達
し
合
う
こ
と
。

言
語
、
文
字
、
そ
の
他
視
覚
、
聴
覚
に
訴
え
る
表
情
、
音
声
な
ど
の
手
段
に
よ
っ
て

行
う
。
こ
こ
で
は
、
論
理
力
＝
言
語
的
能
力
（「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
聞
く
こ

と
」
の
能
力
）
を
用
い
て
、
考
え
を
伝
え
、
伝
え
ら
れ
た
物
を
受
け
取
る
こ
と
を
指

し
て
い
る
。

8 

「
読
み
書
き
」
の
力　

識
字
能
力
（
リ
テ
ラ
シ
ー
）。「
読
む
」
と
は
文
字
に
書
か
れ

た
言
語
の
一
字
一
字
を
正
し
く
発
音
し
て
理
解
（
読
解
）
す
る
こ
と
を
指
し
、「
書

く
」
と
は
文
字
を
言
語
に
合
わ
せ
て
正
し
く
記
す
る
こ
と
を
指
す
。
何
を
も
っ
て
識

字
と
す
る
か
は
い
く
つ
か
定
義
が
あ
る
が
、
ユ
ネ
ス
コ
で
は
、「
日
常
生
活
で
用
い

ら
れ
る
簡
単
で
短
い
文
章
を
理
解
し
て
読
み
書
き
で
き
る
こ
と
」
を
識
字
と
定
義
し

て
い
る
。
こ
の
識
字
能
力
は
、
現
代
社
会
で
は
最
も
基
本
的
な
教
養
の
一
つ
と
し
て
、

初
等
教
育
か
ら
教
え
ら
れ
る
。

12 

典
型
的　

そ
の
物
事
の
最
も
特
徴
的
な
性
質
、
形
態
な
ど
を
示
し
て
い
る
さ
ま
。
一

般
的
、
代
表
的
、
類
型
的
。
対
義
語
と
し
て
、
例
外
的
、
特
殊
。
論
理
力
の
典
型
的

な
形
は
、「
根
拠
と
結
論
を
つ
な
い
で
い
く
力
」
＝
「
論
証
を
読
み
解
き
、
自
ら
組

み
立
て
る
力
」
に
付
加
し
て
、「
人
の
話
を
聞
い
て
、
さ
っ
き
の
話
と
今
の
話
」
の

「
関
係
を
把
握
す
る
力
」
を
あ
げ
る
。

13 

人
の
話
を
聞
い
て
、
さ
っ
き
の
話
と
今
の
話
は
ど
う
関
係
す
る
の
か
、
そ
れ
を
把
握

す
る
力　

聞
く
力
。「
さ
っ
き
の
話
」
と
「
今
の
話
」
の
論
理
的
関
係
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
話
者
の
す
る
話
の
目
的
や
意
図
を
理
解
す
る
。
こ
の
聞
く
力
も
、
言
語
的

能
力
「
読
み
書
き
」
＝
論
理
力
と
し
て
い
る
。

　

論
理
を
つ
か
む
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
の
つ
な
が
り
具
合
を
把
握
す
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
把
握
す
る
議
論
の
ま
と
ま
り
を
し
だ
い
に
大
き
く
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
文
と
文
の
つ
な
が
り
方
か
ら
進
め
て
、
一
つ
の
ま
と
ま

り
と
し
て
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
（
段
落
）
相
互
の
関
係
の
把
握
へ
と
向
か
う
。
こ
う
し
て
、

細
部
の
解
剖
図
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
の
鳥
瞰
図
が
得
ら
れ
た
と

き
、
提
示
さ
れ
た
議
論
の
理
解
へ
と
前
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

14 

論
文

学
問
の
研
究
成
果
な
ど
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
論
理
的
な
手
法
（
前

「
論
理
の
力
」
を
発
見
す
る

皆
で
何
か
を
企
画
し
た
り
運
営
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
意
見
が
対
立
す
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
解
決
し
た
り
事
態
を
先
に
進
め
た
り
し
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
野
矢
茂
樹
監
修
『
ロ
ン
リ
の
ち
か
ら
』（
二
〇
一
五
年
、
三
笠
書
房
）
で
は
、

次
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。

第
一
に
、「
意
見
の
対
立
を
人
同
士
の
対
立
に
し
な
い
こ
と
」
だ
と
い
う
。
他
者
の
意

見
も
自
分
の
意
見
も
、
客
観
的
に
捉
え
直
し
て
「
対
立
の
状
況
」
を
俯
瞰
す
る
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
感
情
的
に
な
ら
ず
に
冷
静
に
検
討
す
る
態
度
が

大
切
に
な
る
。

第
二
に
、「
他
者
の
意
見
か
ら
も
生
か
せ
そ
う
な
点
を
み
つ
け
て
、
学
ぼ
う
と
す
る
姿

勢
が
必
要
だ
」
と
い
う
。
他
者
に
勝
つ
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
話
を
進
め
る
と
、
出
口
の

見
え
な
い
対
立
ば
か
り
が
鋭
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
合
意
形
成
」
に
向
け
て
柔
軟
か
つ
前

向
き
な
対
話
の
仕
方
を
身
に
つ
け
よ
う
。
論
理
の
力
は
、
個
人
の
発
想
の
限
界
を
超
え
る

力
で
も
あ
る
。
日
常
の
会
話
や
会
議
の
場
面
で
意
識
し
て
試
し
て
み
よ
う
。

論理力と思考力

41

論
理
国
語
へ
の

い
ざ
な
い

一

第
一
部

関
連
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（
14
・
2
）
と
あ
る
。
ま
た
、「
論
理
力
」
と
は
「
言
葉

と
言
葉
の
関
係
―
―
あ
る
言
葉
と
他
の
言
葉
が
ど
う
い
う
仕
方
で
つ
な
が
り
あ
っ
て

い
る
の
か
―
―
を
捉
え
る
力
で
あ
る
」（
16
・
11
）
と
あ
る
。
そ
の
上
で
最
終
段
落

で
は
、「
非
論
理
」
を
い
う
こ
と
で
、「
論
理
」
に
つ
い
て
の
論
旨
を
完
結
す
る
。
こ

こ
で
「
論
理
」
と
は
、
言
葉
相
互
の
関
係
性
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
筆
者
の

主
張
を
再
確
認
し
、
冒
頭
か
ら
の
振
り
返
り
を
行
う
。

問
「
論
理
的
で
は
な
い
」（
17
・
1
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
形
式
段
落
の
言
葉

を
使
っ
て
答
え
よ
。

答

言
葉
を
断
片
的
に
し
か
捉
え
ず
、
主
張
相
互
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
。

問
「
非
論
理
」（
17
・
3
）
の
よ
う
に
「
非
」
を
用
い
た
熟
語
例
を
一
つ
あ
げ
よ
。

答

非
現
実
・
非
常
識
・
非
公
開
な
ど
。

隠
さ
れ
て
い
る
前
提

仲
の
よ
い
友
達
の
間
で
は
、
自
分
の
意
見
を
詳
し
く
説
明
し
な
く
て
も
す
ぐ
に
わ
か
っ

て
く
れ
る
。
で
も
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
そ
う
だ
と
は
限
ら
な
い
。
意
見
や
主
張
に
は
口

に
出
さ
な
い
で
通
じ
合
っ
て
い
る
前
提
が
あ
る
の
だ
。

そ
の
前
提
つ
ま
り
暗
黙
の
了
解
の
通
じ
な
い
他
者
と
の
議
論
の
場
＝
「
論
理
の
場
」
で

は
、
前
提
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
い
と
話
が
正
確
に
は
伝
わ
ら
な
い
。『
ロ
ン
リ
の
ち

か
ら
』（
二
〇
一
五
年
、
三
笠
書
房
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
は

「
風
が
吹
く
と
桶
屋
が
儲
か
る
」
と
い
う
話
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
隠
さ
れ
た
前
提
を
い
う
と
、「
風
が
吹
く
と
、
土
ぼ
こ
り
が
目
に
入
っ
て
目

が
見
え
な
く
な
る
」
↓
「
三
味
線
を
弾
い
て
生
計
を
た
て
る
盲
人
が
増
え
る
」
↓
「
三
味

線
に
は
猫
の
皮
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
猫
が
減
る
」
↓
「
猫
が
少
な
く
な
っ
て
、
増
え
た

ね
ず
み
が
桶
を
か
じ
る
」
↓
「
桶
を
買
い
替
え
な
く
て
は
い
け
な
く
な
る
」
↓
「
桶
屋
が

も
う
か
る
」
と
い
う
わ
け
だ
。「
前
提
」
を
了
解
し
て
い
な
い
と
話
が
正
確
に
伝
わ
ら
な
い
。

「
論
理
の
力
」
を
学
ぶ
こ
と
は
、
言
葉
を
形
成
す
る
背
景
（
隠
さ
れ
て
い
る
前
提
）
に

も
理
解
を
及
ば
せ
る
こ
と
に
な
る
。

提
・
仮
説
・
根
拠
・
結
論
・
主
張
な
ど
を
含
む
）
で
書
き
記
し
た
文
章
。
学
術
論
文

な
ど
。

14 

報
告
書　

見
聞
し
た
こ
と
、
観
察
し
た
こ
と
、
調
査
や
研
究
し
た
こ
と
な
ど
の
結
果

を
、
こ
れ
に
関
心
や
期
待
を
寄
せ
て
い
る
相
手
に
、
正
確
に
、
わ
か
り
や
す
く
知
ら

せ
る
文
書
。

問
「
さ
ら
に
」（
16
・
2
）
以
下
の
文
章
で
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
付
加
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
の
形
式
段
落
内
の
言
葉
を
使
っ
て
答
え
よ
。

答

思
考
の
結
果
が
表
現
さ
れ
た
も
の
を
的
確
に
読
み
取
り
、
理
解
し
、
評
価
す
る

こ
と
も
ま
た
、
論
理
で
あ
る
と
付
加
さ
れ
る
。

▼
表
現
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
表
現
さ
れ
た
も
の
を
理
解
す
る
能
力
も
、「
論

理
力
」
の
内
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
論
理
力
」
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
で
あ
る
と
展
開
さ
れ
る
。

問
「
そ
れ
ゆ
え
」（
16
・
6
）
以
下
の
文
章
で
、「
論
理
力
」
と
は
ど
の
よ
う
に
定

義
さ
れ
る
か
。
こ
の
形
式
段
落
内
の
言
葉
を
使
っ
て
答
え
よ
。

答
「
論
理
力
」
と
は
、
考
え
を
伝
え
る
力
で
あ
り
、
伝
え
ら
れ
た
物
を
受
け
取
る
力
、

つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
技
術
で
あ
り
、「
読
み
書
き
」
の

た
め
の
言
語
的
能
力
で
あ
る
。

問
「
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
」（
16
・
10
）
以
下
の
文
章
で
、「
論
理
力
」
は
ど
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
の
形
式
段
落
の
言
葉
を
使
っ
て
答
え
よ
。

答

論
理
力
と
は
、
あ
る
言
葉
と
他
の
言
葉
が
ど
う
い
う
仕
方
で
つ
な
が
り
あ
っ
て

い
る
の
か
を
捉
え
る
力
で
あ
る
。
典
型
的
に
は
、
根
拠
と
結
論
を
つ
な
い
で
論

証
を
読
み
解
き
、
自
ら
も
組
み
立
て
る
力
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
人

の
話
と
話
の
関
係
を
把
握
し
た
り
、
ま
た
論
文
や
報
告
書
な
ど
の
全
体
と
部
分

の
関
係
を
捉
え
た
り
す
る
力
の
こ
と
で
あ
る
。

▼
こ
の
段
落
で
「
論
理
力
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
総
括
さ
れ
る
。

17
ペ
ー
ジ

1 

「
論
理
的
で
は
な
い
」
冒
頭
部
で
「
論
理
」
と
は
、「
言
葉
が
相
互
に
も
っ
て
い
る
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❺
「
課
題
」
の
解
説

課
題
Ａ

一 

「
論
理
力
と
は
、
思
考
力
の
よ
う
な
新
し
い
物
を
生
み
出
す
力
で
は
な
く
、
考

え
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
力
で
あ
り
、
伝
え
ら
れ
た
物
を
き
ち
ん
と
受
け
取
る
力
に

ほ
か
な
ら
な
い
」（
16
・
6
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
筆
者
の
考
え
を
整
理
し

て
み
よ
う
。

解
答
例

解
答
例

「
論
理
力
」
と
は
、「
閃
き
」（
飛
躍
）
に
よ
っ
て
自
由
に
発
想
し
て
い
く
「
思
考
力
」

と
は
違
い
、
思
考
の
結
果
を
誰
に
で
も
納
得
で
き
る
よ
う
に
説
明
す
る
表
現
力
で
あ
り
、

表
現
さ
れ
た
も
の
を
的
確
に
読
み
取
っ
て
理
解
す
る
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
論
理
力
」

と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
技
術
で
あ
り
、「
読
み
書
き
」
の
た
め
の
言

語
的
能
力
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

解
説
解
説

直
前
の
段
落
を
受
け
て
、「
そ
れ
ゆ
え
、
論
理
力
と
は
…
…
」
と
展
開
す
る
文
脈
に

着
目
す
る
。
基
本
的
に
は
、「
論
理
力
」
を
主
語
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
論
旨
と
こ
の

段
落
内
容
を
ま
と
め
る
作
業
で
あ
る
。

課
題
Ｂ

一 

次
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
。

（
1
）
次
の
①
②
の
推
論
は
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
、
根
拠
と
結
論
の
つ
な
ぎ
方

に
着
目
し
て
、
判
定
し
て
み
よ
う
。

①
彼
は
愛
想
が
悪
い
。
だ
か
ら
、
営
業
に
向
か
な
い
。

②
自
己
管
理
が
で
き
て
い
な
い
人
は
風
邪
を
引
く
。
逆
に
い
え
ば
、
風
邪
を
引

く
や
つ
は
自
己
管
理
が
で
き
て
い
な
い
。

解
答
例

解
答
例

①
②
と
も
、
正
し
く
な
い
（
正
し
い
推
論
と
は
い
え
な
い
）。

解
説
解
説

①
は
、「
愛
想
が
悪
い
」
と
い
う
前
提
か
ら
「
営
業
に
向
か
な
い
」
と
い
う
結
論
は

導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
論
理
に
飛
躍
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
推
論
は
、

「
営
業
」
に
は
「
愛
想
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
「
暗
黙
の
了
解
」
が
隠
れ

て
い
る
。「
暗
黙
の
了
解
」
と
は
、
口
に
出
さ
な
い
前
提
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

お
互
い
に
わ
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
は
「
了
解
」
し
て
い
な
い
、
共
有
し

て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
時
は
理
解
が
成
立
し
な
い
。「
愛
想
が
よ
い
」
こ
と
が
、

「
営
業
」
と
い
う
仕
事
の
前
提
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
営
業
」
は
「
愛
想
」
だ
け
で
成
り

立
つ
も
の
だ
ろ
う
か
。「
暗
黙
の
了
解
」
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
根
拠
と
結
論
を
「
だ
か
ら
」
で
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

②
は
、「
逆
に
い
え
ば
」
に
要
注
意
。「
Ａ
な
ら
ば
Ｂ
で
あ
る
」
と
い
う
条
件
文
に
対

し
て
、
そ
れ
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
「
Ｂ
な
ら
ば
Ａ
で
あ
る
」
と
す
る
こ
と
を
「
逆
」
と

い
う
。「
Ａ
な
ら
ば
Ｂ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
正
し
い
と
し
て
も
、
そ
の
逆
が
常
に

正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。「
逆
」
を
使
っ
て
推
論
す
る
と
論
理
に
飛
躍
が
生
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
言
い
方
（
推
論
）
に
は
間
違
い
が
生
じ
や
す
い
。「
逆
」
も
真
（
正
）
に

な
る
か
、
間
違
い
に
な
る
か
は
決
め
つ
け
る
こ
と
な
く
、
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
場
合
、
間
違
っ
て
い
る
か
（
正
し
い
か
）
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
は
、「
風
邪

論理力と思考力
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（
2
）
次
の
①
②
の
伝
わ
り
方
の
違
い
を
説
明
し
て
み
よ
う
。

①
Ａ
さ
ん
は
仕
事
が
早
い
。
し
か
し
、
ミ
ス
も
す
る
。

②
Ａ
さ
ん
は
仕
事
が
早
い
。
た
だ
し
、
ミ
ス
も
す
る
。

（『
ロ
ン
リ
の
ち
か
ら
』
二
〇
一
五
年
に
よ
る
）

解
答
例

解
答
例

①
は
、「
し
か
し
」
の
あ
と
に
続
け
る
言
葉
「
ミ
ス
も
す
る
」
を
強
調
し
た
い
表
現

で
あ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
②
は
、「
た
だ
し
」
の
前
に
あ
る
「
仕
事
が
早
い
」
の
ほ

う
を
強
調
し
た
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

解
説
解
説

「
し
か
し
」
と
「
た
だ
し
」
が
つ
な
ぐ
文
意
の
違
い
に
着
目
す
る
。「
あ
る
言
葉
と
他

の
言
葉
が
ど
う
い
う
仕
方
で
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
る
の
か
」（
16
・
11
）
を
捉
え
る
力

が
「
論
理
力
」
で
あ
る
。「
言
葉
と
言
葉
の
関
係
」、
そ
れ
は
つ
ま
り
「
接
続
」
の
仕
方

を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
端
的
に
は
「
接
続
表
現
」
の
用
法
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ

る
。「
接
続
表
現
」
と
は
、
例
え
ば
接
続
詞
の
よ
う
に
、
言
葉
と
言
葉
を
つ
な
ぐ
役
割

を
も
つ
言
葉
の
こ
と
で
あ
る
。
論
理
的
に
表
現
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
接
続
表
現
を

選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
接
続
表
現
」
に
よ
っ
て
「
Ａ
さ
ん
」
に
つ
い
て
の
伝
わ
り
方
（
評
価
）

に
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
注
意
す
る
。「
し
か
し
」
も
「
た
だ
し
」
も
、
逆
の
こ
と

を
い
う
接
続
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
で
は
つ
な
ぎ
方
が
違
っ
て
く
る
。
①
の
「
し

か
し
」
の
場
合
は
、「
し
か
し
」
の
あ
と
に
続
け
る
言
葉
「
ミ
ス
も
す
る
」
が
よ
り
強

調
さ
れ
る
。
②
の
「
た
だ
し
」
の
場
合
は
、「
た
だ
し
」
の
前
に
い
う
言
葉
「
仕
事
が

早
い
」
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
両
者
は
、
ど
ち
ら
も
逆
の
こ
と
を
い
う
と
き
の

接
続
表
現
だ
が
、
伝
わ
り
方
は
全
く
違
う
。

を
引
く
や
つ
」
は
、「
自
己
管
理
が
で
き
て
い
な
い
人
だ
け
か
」
と
、
他
の
可
能
性
を

探
っ
て
み
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
す
る
と
、「
風
邪
を
引
く
や
つ
」
は
「
自
己
管
理

が
で
き
て
な
い
人
」
に
限
ら
な
い
。
他
の
要
因
で
「
風
邪
を
引
く
」
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
よ
っ
て
②
の
推
論
は
正
し
い
と
は
い
え
な
い
。

﹇
補
足
課
題
１
﹈

次
の
文
章
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
暗
黙
の
了
解
」
が
隠
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
説
明
し
て

み
よ
う
。

①
彼
は
北
海
道
出
身
だ
。
だ
か
ら
、
ス
キ
ー
を
教
え
て
も
ら
う
。

②
彼
女
は
帰
国
子
女
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
英
会
話
を
教
え
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
。

﹇
補
足
課
題
１
の
解
答
例
﹈

①
雪
の
多
い
北
海
道
の
出
身
で
あ
れ
ば
ス
キ
ー
が
上
手
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

②
帰
国
子
女
で
あ
れ
ば
英
語
が
話
せ
る
と
い
う
こ
と
。

﹇
補
足
課
題
２
﹈

次
の
推
論
は
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
、
判
定
し
て
み
よ
う
。

・
核
戦
争
が
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
人
類
は
滅
亡
す
る
。
逆
に
い
え
ば
、
人
類
が
滅
亡

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
核
戦
争
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

﹇
補
足
課
題
２
の
解
答
例
﹈

核
戦
争
が
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
人
類
は
滅
亡
す
る
。
し
か
し
、
人
類
が
滅
亡
す
る
理

由
は
、
核
戦
争
だ
け
で
は
な
い
。
隕
石
の
衝
突
や
、
異
常
気
象
な
ど
も
原
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
人
類
が
滅
亡
し
た
理
由
を
核
戦
争
だ
け
に
決
め
つ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
よ
っ
て
、
正
し
い
推
論
で
は
な
い
。
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二 
「
論
理
力
」
と
「
思
考
力
」
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
話
し
合
っ
て
み

よ
う
。

解
答
例

解
答
例

「
思
考
力
」
と
は
、「
閃
き
」（
飛
躍
）
に
よ
っ
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
力
で
あ

る
の
に
対
し
、「
論
理
力
」
は
、
思
考
の
結
果
得
ら
れ
た
結
論
を
、
で
き
る
限
り
飛
躍

の
な
い
形
で
表
現
し
た
り
、
表
現
さ
れ
た
も
の
を
読
み
解
い
た
り
す
る
た
め
の
言
語
的

能
力
で
あ
る
。
前
者
は
自
由
に
発
想
を
広
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
後
者

は
誰
も
が
納
得
で
き
る
一
貫
し
た
表
現
が
求
め
ら
れ
る
。
両
者
は
対
比
的
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、「
思
考
」
も
言
語
を
媒
介
に
し
た
営
み
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
言
語
的
能

力
の
一
つ
で
も
あ
る
。
ま
た
、「
思
考
」
を
進
め
る
際
に
「
論
理
力
」
が
役
立
つ
こ
と

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

解
説
解
説

両
者
を
対
比
し
て
「
論
理
力
」
を
際
立
た
せ
、「
論
理
（
力
）」
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ

で
は
た
ら
い
て
い
る
か
を
述
べ
る
こ
と
が
本
論
の
趣
旨
で
あ
る
か
ら
、
便
宜
的
に
差
別

化
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
「
言
語
」（
表
現
）
に
関
わ
る
能

力
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。「
あ
る
言
葉
と
他
の
言
葉
が
ど
う
い
う
仕
方
で
つ

な
が
り
あ
っ
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
も
、
言
語
理
解
が
前
提
に
あ
り
、
同
時
に
「
考

え
て
」
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、「
思
考
」
が
直
感
や
閃
き
に
よ
っ
て
新

し
い
地
平
（
ア
イ
デ
ィ
ア
）
を
切
り
開
く
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
て
、「
論
理
」
は
、

言
葉
（
表
現
さ
れ
た
も
の
の
）
の
関
係
を
追
う
こ
と
か
ら
、「
正
し
さ
」
に
い
た
る
の

で
あ
る
。

課
題
は
「
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
」
で
あ
る
。
す
で
に
本
文
を

読
ん
で
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
か
ら
、
話
し
合
い
も
解
答
例
に
示
し
た
こ
と
が
前
提

に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
具
体
的
な
例
を
あ
げ
さ
せ
て
、「
思
考
力
」
と
「
論
理
力
」

に
つ
い
て
対
比
的
に
話
し
合
い
を
す
る
際
に
は
、
自
由
な
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。「
思

考
力
」（
閃
き
・
飛
躍
・
自
由
・
発
想
…
…
）
対
「
論
理
力
」（
説
明
・
一
貫
・
証
明
・

納
得
…
…
）
の
対
立
項
目
を
広
げ
て
み
る
こ
と
で
、
話
し
合
い
に
広
範
な
展
開
が
生
ま

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

❻
「
語
句
」
の
解
説

一 

次
の
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
調
べ
て
み
よ
う
。

貫
・
慣

解
答
例

解
答
例

・
貫
…
…
貫
行
・
貫
徹
・
貫
通
・
貫
流
・
貫
道
・
一
貫
・
通
貫　

な
ど

・
慣
…
…
慣
行
・
慣
例
・
慣
用
・
慣
性
・
慣
習
・
習
慣
・
旧
慣

な
ど

解
説
解
説

・「
貫
」
は
、
会
意
形
成
文
字
。「
貝
」
と
「
毌
」（
つ
ら
ぬ
く
意
）
と
で
、
ひ
も
で
通

し
た
銭
の
意
で
も
ち
い
る
。
①
「
つ
ら
ぬ
く
」
の
意
。「
貫
通
」「
貫
道
」。
②
さ
し
。

銭
さ
し
。
③
銅
銭
千
枚
の
単
位
。
④
す
じ
み
ち
。
⑤
「
か
ん
」
と
読
ん
で
、
重
さ
や

貨
幣
の
単
位
。
⑥
「
な
れ
る
」・
「
な
ら
わ
し
」
の
意
。
＝
慣
。

・「
慣
」
は
、
会
意
形
成
文
字
。「
忄
」（
心
）
と
「
貫
」（
つ
ら
ぬ
く
・
な
れ
る
）
と
で
、

①
「
な
れ
る
」「
な
ら
す
」
の
意
。「
習
熟
」「
慣
用
」。
②
「
な
ら
わ
し
」
の
意
。「
習

慣
」。

両
者
に
は
類
似
的
な
使
用
法
が
み
ら
れ
る
。
文
字
の
形
成
の
仕
方
を
理
解
す
る
こ
と

で
、
語
彙
の
拡
充
を
目
指
し
た
い
。

❼
「
漢
字
」
の
使
用
箇
所

一
貫
（
14
・
10
）　　
　

厳
格
（
15
・
12
）　　
　

詳
し
い
（
16
・
10
）

捉
え
る
（
16
・
11
）

把
握
（
16
・
14
）
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章
を
書
く
（
発
信
す
る
）
こ
と
と
他
者
の
文
章
を
読
む
（
理
解
す
る
）
こ
と
は
、
常
に

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
（
双
方
向
的
）
で
あ
り
、
相
補
的
に
磨
か
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、「
し
か
し
」「
な
ぜ
な
ら
」「
一
方
」「
そ
れ
ゆ
え
」
な
ど
の
接
続
表
現
の
意

図
的
な
使
用
の
試
み
は
、「
論
理
」
の
理
解
に
つ
な
が
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
新
た
な

「
論
理
」
の
発
見
も
生
み
出
す
だ
ろ
う
。

❽
読
み
深
め
る
た
め
に

「
論
理
」
の
力
と
は
、
言
葉
と
他
の
言
葉
と
の
「
接
続
の
仕
方
」
を
理
解
す
る
能
力

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
接
続
の
仕
方
」
を
理
解
す
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
位
相
の
違

い
を
明
瞭
に
し
て
お
く
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
最
初
は
、
文
と
文
の
構
成
や
つ
な
が
り

方
を
把
握
し
、
次
に
段
落
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
相
互
の
関
係
の
把
握
・
理
解
へ
と
進
む
。

そ
の
の
ち
、
細
部
の
接
続
の
把
握
に
向
か
う
。
語
句
の
形
成
や
言
葉
の
選
択
も
論
理
の

理
解
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
文
と
文
の
関
係
・
言
葉
と
言
葉
の
関
係
は
、
相
互
に
往

復
し
て
把
握
す
る
と
、
よ
り
高
い
精
度
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

言
葉
と
他
の
言
葉
と
の
「
接
続
の
仕
方
」
を
注
視
す
る
場
合
は
、
可
能
な
限
り
明
瞭

か
つ
正
確
な
理
解
が
必
要
と
さ
れ
る
。
表
現
の
曖
昧
さ
や
隠
さ
れ
た
前
提
は
あ
ぶ
り
出

し
て
吟
味
す
る
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
普
段
の
会
話
表
現
は
、
多
く
の
前
提
や
暗
黙

の
了
解
の
上
に
行
わ
れ
て
い
る
。
親
し
い
間
柄
で
は
か
し
こ
ま
っ
た
接
続
表
現
は
省
略

さ
れ
、
む
し
ろ
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
曖
昧
で
あ
っ
た
り
真
意
を
隠
し

た
省
略
語
法
が
よ
し
と
さ
れ
る
日
本
語
の
文
化
も
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。

主
張
（
意
見
）・
根
拠
な
ど
を
明
瞭
に
、
言
葉
を
介
し
て
他
者
に
向
き
合
う
こ
と
が
、

特
に
日
常
会
話
で
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
る
一
方
で
、
日
本
語
の
作
文
指
導
で
最
初
に

反
省
的
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
日
本
語
話
者
の
文
章
は
因
果
律
が
弱
く
、
時
系
列
で
構

成
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
論
理
」
の
力
を
養
成
す
る
た
め
に
筆
者
は
、「
し
ば
ら
く
『
美
し
い
日
本
語
』
を
忘

れ
る
こ
と
に
し
よ
う
」
と
述
べ
る
（『
新
版　

論
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
二
〇
〇
六
年
、

産
業
図
書
）。そ
こ
ま
で
き
っ
ち
り
述
べ
な
く
て
も
わ
か
っ
て
く
れ
る
は
ず
と
思
っ
た
り
、

仲
間
ど
う
し
の
共
通
理
解
を
前
提
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
頼
り
に
し
て
い
た

り
で
は
、「
論
理
」
と
い
う
も
の
の
理
解
に
い
た
ら
な
い
。
文
章
理
解
は
、
ま
ず
自
身

の
発
信
す
る
文
章
に
意
識
的
に
な
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

そ
こ
で
、
二
つ
の
こ
と
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
筆
者
は
い
う
。
一
つ
は
、
自
分
が
発

信
す
る
際
に
意
識
的
に
接
続
表
現
を
多
用
し
て
み
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
文
章
を
読

む
と
き
に
そ
の
接
続
表
現
を
考
え
な
が
ら
読
む
練
習
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
文
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❶
指
導
者
の
た
め
の
参
考
文
献

 ●
野
矢
茂
樹
『『
論
理
哲
学
論
考
』
を
読
む
』（
二
〇
〇
二
年
、
哲
学
書
房
）

…
…
著
者
が
自
ら
を
『
論
理
哲
学
論
考
』
と
い
う
希
有
の
魅
力
あ
る
山
の
案
内
人
で

あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
筆
者
と
と
も
に
『
論
理
哲
学
論
考
』
を
読
む
こ
と
で
、

「
独
我
論
」「
死
に
つ
い
て
、
幸
福
に
つ
い
て
」
な
ど
を
考
察
す
る
。「
論
理
と

思
考
」
の
哲
学
を
理
解
す
る
た
め
の
一
冊
で
あ
る
。

 ●
野
矢
茂
樹
『
新
版
論
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』（
二
〇
〇
六
年
、
産
業
図
書
）

…
…
論
理
に
と
っ
て
重
要
な
接
続
関
係
は
大
き
く
分
け
て
四
つ
（
解
説
・
根
拠
・
付

加
・
転
換
）
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

 ●
野
矢
茂
樹
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
哲
学
探
究
』
と
い
う
戦
い
』（
二
〇
二
二
年
、

岩
波
書
店
）

…
…
後
期
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
哲
学
的
探
究
の
解
明
と
解
説
の
論
考
。「
語

は
対
象
の
名
前
な
の
か
」「
規
則
に
従
う
」「
像
」
な
ど
論
理
哲
学
の
難
問
を
、

近
年
の
翻
訳
を
も
と
に
論
じ
て
い
る
。

 ●
中
村
昇
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
最
初
の
一
歩
』（
二
〇
二
一
年
、
亜
紀
書
房
）

…
…
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
入
門
（
解
説
）
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
論
理
哲
学
論
考
』
か
ら
一
節
（
3
論
理
、
4
自
然
法
則
な
ど
）
を
引
い
て
、「
論

理
」
に
つ
い
て
の
哲
学
的
な
認
識
が
解
説
さ
れ
る
。
人
間
の
認
識
か
ら
世
界
を

眺
め
た
時
、「
論
理
」
は
「
こ
の
世
界
の
『
骨
組
み
』
の
よ
う
な
も
の
」
で
あ

る
と
い
う
。

参
考
文
献

5

❷
学
習
者
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

 ●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
ロ
ン
リ
の
ち
か
ら
』
制
作
班
、
野
矢
茂
樹
監
修
『
ロ
ン
リ
の
ち
か
ら
』（
二

〇
一
六
年
、
三
笠
書
房
）

…
…
身
近
な
例
を
取
り
上
げ
て
、
言
葉
の
接
続
の
仕
方
を
レ
ッ
ス
ン
す
る
。
学
生
の

日
常
会
話
が
素
材
と
な
っ
て
い
て
読
み
や
す
い
。「
問
題
」
と
「
解
説
」
を
読

み
解
く
こ
と
で
「
論
理
の
力
」
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。
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論
理
国
語
へ
の

い
ざ
な
い

一

第
一
部

文
章
の
構
成
（
論
理
構
造
）
を
考
え
る
時
、
接
続
表
現
の
理
解
は
必
須
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
接
続
表
現
の
用
法
や
は
た
ら
き
に
理
解
し
、
そ
の
微
妙
な
違
い
に
注
意
し
て

接
続
表
現
を
用
い
る
よ
う
に
し
た
い
。

例
え
ば
「
そ
し
て
」
と
「
し
か
も
」
は
、
こ
こ
で
は
い
ず
れ
も
並
立
・
累
加
の
接
続

表
現
に
分
類
し
て
い
る
が
、「
し
か
も
」
は
、「
さ
ら
に
」「
そ
の
上
」
な
ど
と
同
様
に
、

前
に
述
べ
た
事
柄
に
あ
と
に
述
べ
る
事
柄
を
い
っ
そ
う
強
調
し
て
つ
け
加
え
た
い
と
き

に
用
い
る
表
現
で
あ
る
。

﹇
例
﹈

①
雨
が
降
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
風
も
強
く
な
っ
て
き
た
。

②
雨
が
降
っ
て
来
た
。
し
か
も
、
風
も
強
く
な
っ
て
き
た
。

①
は
、
前
に
述
べ
た
で
き
ご
と
に
続
い
て
あ
と
に
述
べ
る
で
き
ご
と
が
起
こ
っ
た
こ

と
を
表
し
て
る
の
に
対
し
、
②
は
、
天
候
の
荒
れ
を
よ
り
強
調
す
る
意
味
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
接
続
表
現
の
は
た
ら
き
を
意
識
化
す
る
こ
と
で
、
論
理
的
に
表

現
す
る
力
が
身
に
つ
い
て
い
く
。

❸
参
考
資
料

接
続
表
現
に
つ
い
て

▼
接
続
表
現
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
は
、
論
理
を
理
解
し
た
り
、
論
理
的
に
表

現
し
た
り
す
る
う
え
で
大
切
で
あ
る
。
次
に
、
接
続
表
現
の
例
一
覧
を
示
す
。

・
順
接
…
…
前
に
述
べ
た
事
柄
が
、
あ
と
に
述
べ
る
事
柄
の
原
因
や
理
由
な
ど
に
な
る

こ
と
を
表
す
。

　﹇
例
﹈
だ
か
ら
・
し
た
が
っ
て
・
そ
れ
で
・
す
る
と
・
よ
っ
て

・
逆
接
…
…
あ
と
に
述
べ
る
事
柄
が
、
前
に
述
べ
た
事
柄
と
逆
に
な
る
こ
と
を
表
す
。

　﹇
例
﹈
し
か
し
・
と
こ
ろ
が
・
だ
が
・
け
れ
ど
も

・
並
立
・
累
加
…
…
前
に
述
べ
た
事
柄
に
あ
と
に
述
べ
る
事
柄
を
並
べ
た
り
、
つ
け
加

え
た
り
す
る
こ
と
を
表
す
。

　﹇
例
﹈
ま
た
・
そ
し
て
・
そ
れ
か
ら
・
し
か
も
・
お
よ
び

・
換
言
…
…
前
に
述
べ
た
事
柄
を
言
い
換
え
て
、
詳
し
く
説
明
し
た
り
、
ま
と
め
た
り

す
る
こ
と
を
表
す
。

　﹇
例
﹈
つ
ま
り
・
す
な
わ
ち
・
よ
う
す
る
に

・
説
明
・
補
足
…
…
前
に
述
べ
た
事
柄
の
根
拠
や
具
体
例
を
示
し
た
り
、
あ
と
に
述
べ

る
事
柄
で
補
っ
た
り
す
る
こ
と
を
表
す
。

　﹇
例
﹈
な
ぜ
な
ら
・
例
え
ば
・
た
だ
し
・
な
お
・
ち
な
み
に

・
対
比
・
選
択
…
…
前
に
述
べ
た
事
柄
と
、
あ
と
に
述
べ
る
事
柄
と
を
比
べ
た
り
、
比

べ
て
選
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
表
す
。

　﹇
例
﹈
あ
る
い
は
・
ま
た
は
・
も
し
く
は
・
一
方

・
転
換
…
…
前
に
述
べ
た
事
柄
か
ら
話
題
を
変
え
て
、
あ
と
に
続
け
る
こ
と
を
表
す
。

﹇
例
﹈
さ
て
・
と
こ
ろ
で
・
で
は
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